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概  要 

 

イオンビームを利用した材料中の元素分析技術は、水素やリチウム等の軽元

素から重元素まで全ての元素の分析が可能です。また、非破壊、定量、薄膜分

析が可能といった特徴があります。さらに、他の機関では不可能な大気中での

分析技術も開発しています。 

参照：https://www.werc.or.jp/outline/soshiki/kenkyu/leaflets/PDF/14.pdf 

https://www.werc.or.jp/outline/soshiki/kenkyu/leaflets/PDF/15.pdf 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

イオンビーム分析は非破壊であり試料の再利用が可能です。軽元素も含めて

分析が可能な手法として二次イオン質量分析法（SIMS）がありますが、破壊

分析となり試料の再利用ができません。また軽元素より重い元素の分析は他の

手法よりバックグラウンドが少なく定量精度が高くなります。 

本技術の 

有用性 

特に水素分析やリチウム分析に強く、例えばリチウムイオン電池におけるリ

チウム充放電等のその場測定が可能です。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
ダイヤモンドライクカーボン、リチウムイオン電池、各種薄膜電子部品、文化

財、植物・生体試料 
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イオンビーム分析の一例。マルチコンポーネン

トガラスの元素分析例で質量分布を示してい

ます。水素、リチウム等が分離できており、同

位体も含めて識別が可能です。 
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